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日常室内環境での均-床色における色の面積効果
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∫を求めた この輝度情報を除いた結果を,錐体刺激値を用

-yは b軸)にプロットし,さら

に.プロットした大色票データと小色票データのそれぞれに

色を持っている領域 (面)の大きさが変化するとその色の 近似楕円をフイットして結果を検証した その結果,本研究

1. じ め に いた反対色信号量の軸 -I(g軌 

)[1]は昔から で用いた 8色の条件では,輝度変化の影響を除去すると,fteco見えが影響を受けること (eff izeilef ds

良く知られており,色デザインなどにおいて考慮しなければ どの色も彩度に対する面積効果の影響が同程度であることが

ならない要因の 1つである 判明した. 

そこで本研究では.特に次章で述べる El的のため,日常室

内環境での均一な味面の色における色の面積効果に焦点をあ 2.従来研究と本研究の日的

てて調べた.実験は一般的な部屋で日中 (白色昼光下)と夜 

(蛍光灯rF)のそれぞれの照明下で行い.被験者は,カーペッ 刺激のサイズを変えることによる色の変化は.実験室的に

5m.25.m X2

刺激と同じ色になったと思うまで,ディスプレイ上に呈示さ 2度からサイズを小さくした場合には.いずれの色相でも彩

は良く調べられている.標準刺激サイズのひとつである視角トのように味に敷き詰めた の色紙 (大色票)

れたテスト (小色票)刺激の色を調節 してカラーマッチング ]2度が低下する [ .さらに小さくしていくと.S錐体が中心

を行った.調節では色相.彩度.明度の全てを調節し,床の 概に存在 しない [3]ことから.S錐体混同色線上の色弁別

*V*u

xy

色紙として.8つの有彩色あるいは灰色の 9色を用いた.

色度座標上にプ

色度図では結果において面積効果によって

4が悪化する []とともに 3型 2色覚と同様の見え 

トリタノピア)になる.つまり黄青反対色応答が微弱になり.

(小視野

被験者 4人の結果を 色度座標 とxy

青だけではなく黄色の見えも大きく減少 して白の見えに置きロットした 

]5*V*彩度が上昇することは必ずしも明確ではなかったが,u 換わっていく [

色度座標上でのプロットにおいては.昼光 ･蛍光灯Tとも面 一方.刺激サイズを 2度より大 きくした場合にも色覚が

積効果により.有彩色ではおおむねどの色もクロマ値(彩度) 変化する 例えばレイリーマッチ 

が増えていた 全体的に蛍光灯下の方が両横効果による色の

t 

htc

iton

liyeg

(

(Ra hma )におい

て色刺激サイズを大きくすると一致点 midp )が変化

変化が大きいことが判明した. する.これはマッチングにおける面積効果であるところの

R ieceve

A d 2tccepe

面積効果の影啓をより明確にするため,マッチング結果の

d 2

｢色合わせの面積効果 htc-lcoor( ma 9-6)tecare- aeff ｣[ ]と

色度と輝度より標準被験者の仮完の下に錐体刺激値 L M, して昔から良く知られている.この一致点は赤緑混色色刺激

Sを計算し,その値よりさらに輝度正規化錐体刺激値 J,m, 領域 と黄色標準色刺激領域との間での錐体外節における光 
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量子吸収量の比を一致させる点である.一致点のばらつき 果が生 じるかどうかを検証する必要がある.

ma hwi )は 

利得 )や網膜以降の処理過程の影響を受けるかもしれ

htdtc( N比の観点から)錐体数.錐体信号の/S( 第 3に,刺激サイズ変化の影響は.赤緑 (RG)あるいは 

L錐体,M錐体による色応答の場合にのみ生 じるのか.あるれlga(

光量子吸収比で決まる一致点そのものは.錐体における視物 生 じるのか.という疑問である 前述の先行研究では.赤緑

9[ないが.それらは光量子吸収比には影響 しない ].一方. いは他の色 (色相)の場合やS錐体による色応答の場合にも

質光学濃度 ld )や水晶体による分光吸収itensyicatop( あ の単色光や赤緑スペクトル線上での単色光による混色光 

るいは視物質の分光吸収率によって影響を受けるかもしれ hma )による実験であったため,他の色相におhtcR liayeg(

ないが,それ らは一致点のばらつ きには影響を与えない ける面積効果は不明である.実際問題として.面積効果の主

] 水晶体の分光吸収や視物質の分光吸収率は刺激サイズ

変化によっては影響されないことや.梓体の寄与の影響は色

9[ 要因が.刺激対応網膜領域の増大に伴う錐体の光学濃度の連

69,続的変化に由来する [ ]のであれば.中心稀に存在せず

密度も疎であるS錐体については同様の面積効果が発生しなの見えにはあるが一致点には影響 しないこと []を考慮す

ると.色合わせの面積効果は,網膜の領域によって錐体視物

6

Sい可能件 も考えられる.もしそうであれば. 錐体信号を利

用する黄青色応答については.刺激サイズ変化の影響が.蘇

緑色応答とは異なる可能性が考えられる.そこで.幅広い波

質の実効光学濃度が変化すること [ ]を反映 していると

考えられている 

01
.]69,[

このように刺激サイズ変化の影響は様々に調べ られてい

る.しかし.色や色デザインに対する感性応答を検討する感

性工学の観点からすると,実験室的な刺激呈示であり視覚刺

激が極めて限定された中でのある狭い面積範囲内での実験結

果だけでは.依然として面積効果についてのいくつかの疑問

は解消されていないと考えなければならない.

まず第 1に.色合わせの面積効果と色の見えに対する面

積効果との関係である.感性工学的な観点からは,舛なるマッ

チング一致点 (色合わせ)の変化ではなく,色の見えが色刺

激領域の面稗によって変化することにより興味がある.そこ

で,本研究をはじめるにあたっては.色の見えをカラーネー

ミングなどで評価することも検討 した,しかし.面積効果が

比較的微少であった場合に.感度が高くないカラーネーミン

グ法では検出できない可能性を考慮 しなければならなかっ

た そこで,カラーマッチングの変化を測定することとした

けれども.上記先行研究のようなテス ト刺激と参照刺激の両

方の刺激サイズを同時に変化させることで刺激の色の見えか

ら離れた実験とはしなかった.その代わりに.参照刺激を大

きな面積 を持つ刺激とし.テス ト刺激を視角 2度の刺激と

して-刺激の色の見えの完全なマッチング(メタメリックマッ

チ)を行うことによって.大きな領域の見えを間接的に取 り

出すこととした.この手法は第 1著者のい くつかの先行研

長分布を持つ色表面を用い.また赤緑線上以外の色相を用い

て他の色相における面積効果を検証する必要が生じる

第4に.面積効果と日常の照明環境との関係はどのよう

になっているのかという疑問である より具体的には,大而

積の色領域の全ての領域に刺して必ずしも均質ではない日常

室内環境における昼光や蛍光灯による照明環境下では.同じ

表面 (物体)と考えられる連続的な領域においては,同じ色

を持つはずであるという認知的な処理が行われることが考え

られる_つまり不均質照明が認知的処理の中で表面属性では

ないものとして処理される過程の中で.網膜上での光学濃度

の変化も表面属性ではないものとして処理される可能性もあ

るので,その結果,日常室内環境においては面積効果が観察

されない可能性も考えられる.そこで,日常車内環境で一般

的な照明条什Fでの刺激サイズ変化の影響を測定する必要が

ある さらに,照明光自体の色が変化 してもそれが日常起こ

りうる色恒常性範囲であれば問題軽く面積効果が生 じること

を確認する必要がある.

本研究では.以上の疑問に答えるために.(1)刺激サイ

ズの異なる刺激間でのマッチングを実施 (2)日常室内環

境における実験.(3)赤緑線上以外の色における面積効果

の検証. (4)-般的な照明環境下での測定と照明変更の影

響を検証,を行うことを目的とした. 

究によって有効であることが確かめられている [

このため.本研究で調べる面積効果は.色合わせの面積効果 

1日 3].

3.実

面積効果あるいは単に面積効果と称する). 実験で利用する部屋は一般的な部屋を用い.1台のPCに

験 方 法 
htc-lcoor( ma tec
are
- aeff )よりもむしろ一般的な色の面積効

莱 ictmahcro( tec
are
- aeff )ということになる (以降,色の 31. 実 演 装 置

第 2に.刺激サイズ変化の影響が,一般的な視環境の場

合にも起こりうるのかという疑問である.色恒常性の場合で -D

接続された実験者専用液晶モニタとテス ト刺激呈示用 C

ディスプレイ (SONY CP G2

TR

)02 .机.椅子を部屋に設置

は,視野内にある程度の数の色刺激がある方が.単に灰色背 した R実験操作用液晶ディスプレイと刺激呈示用 CTは同

景上色刺激が l色 しかない場合と比べてはるかに強い色恒 じPCに接続されて画面 ヒも繋がっている.部屋の床面には

刺激として色が印刷された紙を窓際に敷き詰めた.実験を行41常性を示すことが知られている [ ] このことから日常視

環境においては,高次脳機能により実験室的な粂作で見られ う部屋の照明環境として.日中は白色昼光 (自然太陽光).

た色の面積効果がうまく補正されて.生 じない.あるいは日 夜は部屋の蛍光灯を利用 した 被験者は部屋に設置された椅

常生活では問題にならない程度に微少になっている可能性も 子に自由な姿勢で座ってもらい実験を行った.図 1に実験

考えられる.そのために.日常視環境においても色の面積効 室の概略図を示す.
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日常室内環境での均一床色における色の面積効果 

3. 演2 被 者

実験に参加 した被験者は 色覚tE常な男性 4名である. 

Kl.KAは 20歳.AFは 2L鼠 KYは 22歳であった.色覚

特性は石原式色覚検査表とパネルD-15により確認した. 

3. 実 刺 激3 演

実験に用いた刺激は.大判 (AO)インクジェットプリンター 

(cnniF7 25 .4ao P 00)で作成した .m x08mのサイズの紙

を色ごとに 3枚印刷 し,2.m X255 .mのサイズになるように

床に並べた.これを大色票とする.大色票の色は,Adobe 

phlSo 502)で使用されているHSoohp (..J Bモデルを利用 し

て設定した このモデルでは,色相は0度～ 360度までの

角度で表されている 彩度は 0%～ 100%までで表され,敬

値が上がるほど彩度が と昇する.明度も0% - 100%で表さ

れ.数値が上がるほど明度が上昇する 大色票として,色相

0度 (赤)～ 315度 (栄)までの 45度おきの 8色と,無彩

色として灰色の全 9色を用いた.色相 45度おきの 8色は設

定 ヒで明度を 50%.彩度を50%に固定 し.灰色は色相 0度,

彩度 0%.明度 50%とした▲pCアブ ')ケーション上の設定

によって作成したこれら色刺激は.被験者にとっての彩度や

明度という観点からは必ずしも正確ではない しかし.本設

定は妥当な実験刺激色を決めるためのものである 実験にお

いて等明度や等彩度であることを仮定 していないことと.

データ値としてはそjtぞれの照明下における直接測光値を用

いるため.本設定を用いることは実験の精度には影響を与え

ない 実験における照明環境として,昼光条件は外よりの白

色媒光 (自然太陽光)により床面を照明し.夜間照明条件で

は部屋の蛍光灯により照明した.

マッチングを行うテスト刺激は,Adb htso 502)oePoohp(..J

で作成した.サイズは視角 2度×2度 (画面上サイズ 4cm)

の正方形色票とし,これを小色票とする.小色票の周囲には.

明度 50%の灰色を出した.CRTディスプレイの色温度は 

6500Kに設定した

本実験は,太陽光と蛍光灯という日常照明環境における面

積効果を測定するものであり.面横が同じであれば,マッチ 

~､.-＼ー ` ､†:1･∴ ー
大色3t )I

∴

＼＼､ ＼ ′了 ＼･＼＼.､

/

し一)胤触 了
 

ノ

軒､､ i..∴
H

図1 実験室の概略図

ングにより同じ輝度と色度が求められるはずである ところ

が.それぞれの照明環境における照度が異なるため.床面に

置いた標準白色面の持つ輝度も異なる.面積効果を測定する

観,I..7からは.大色票と小色票とのマッチング時において.小

色票を呈示する画面輝度と大色票の輝彦との間の輝度の差

が.異なる照明条件下で異なっていると.同じ面積でも同じ

色度でマッチングしない可能性もあり.かつ照明条件の差違

を評価することも矩しくなる そのため.毎回の照明環境下

において床面 9カ所に置いた標準白色面 (CS-A5.コニカ

ミノルタ)の表面輝度を測定 し,その輝度とディスプレイの

作る標準白色 (R,G.Bを全て 255に設定.色温度 6500K

はディスプレイにより設定)の輝度を可能な範囲で合わせ

た.設定後に.大色票と小色票それぞれの輝度を測光 した.

測光には色彩輝度計 (CS-200,コニカミノルタ)を用い,

基準白色の輝度測光結果は表 1の通 りである.本研究は日常

室内環境での実験のため実験を行う度に環境が変化するの

で.実験を行うたびに基準となる日色を測光した 

3.4 実 顔 手 順

床面に敷き詰めた大色票とCRTディスプレイ上の小色票と

のカラーマッチングを行った.実験開始前には.被験者に判

断条件 (｢同じ色に見えた｣と思うまで調節する)について説

明した,カラーマッチングは.HSBモデルを利用 し,同じ色

になったと思うまで.色相 ( e.彩度 sttrt0)Hu) (ala1n.明る

さ (Brgtess 見えとしては明度)の全てを調節 し行った･ihn )(

実験は両眼自然視で行い.実験時間は日中と夜に行った,

照明環境として,日中は白色昼光 (太陽光),夜は蛍光灯を

利用 した.被験者 4人にそれぞれ 9色のカラーマッチング

を日中と夜に対 して 3回ずつ行い.被巌者ごとに平均を取っ

た カラーマッチング後,大色票と小色票とを比較するため.

床面に敷き詰められた大色票とCRTディスプレイ上の小色

票とに対 し.上記色彩輝度計を用いて測光を行った.大色票

の測光は紙の 9箇所 (大色票を同じサイズの 9枚に分割 し

たと考えたときの中心位置)で計測し.平均値をその実験の

測光値 とした 測光により得られたデータをxy色度図と 

u*V*色度図にプロットした.

表 1 番照明条件および実験回における床大色票面標準白色輝度 

(各箇所平均測光値)およびCRT表示小色票白色輝度 (調整値) 

(単位 cd/m2)

実験B] 床面標準白色板輝度
(大色票白色) 

CRT表示基準白色輝
(小色票白色)

度 

盾 1 79.7 78.7

完条件 2
3 51.1

65.7 54.8
65.7

2 111.8 111.1 

間照明条件夜 13 08.21111.8 08.71111.1 
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4.結 果 

4.1 CIExy色度図表示の結果

本章では,マッチング実験で得られた実験結果を示す.呈

示 した床の大色票と CRT上′ J､色票とのマッチング結果をそ

れぞれ測光器で測定 し,得られた L (輝度) ,x,yの値を xy
色度図にプロットした.マッチングを行った小色票データに

関 しては ,3試行分のL x,y値 より三刺激値 X,Y,Zの

平均値を計算 してから xy色度図上にプロットした.

図 2に昼光条件での結果を,図 3に夜間照明条件での結果

を被験者ごとに示す.各図の横軸は x値で縦軸は y値である.

また園内に表示されている三角形の線分は,ディスプレイに

表示される色の範囲であり,一部の大色票データが三角形の

外に位置するのは,印刷物である紙の色度座標がディスプレ

イ表示範囲の外にあることを意味している.大色票のデータ

点より外側に小色票のデータ点が位置していることは,大色

票が小面積の小色票よりも鮮やか (高彩度)に見えているこ

とを示している.逆に,小色票のデータ点が内側にあると大

色票は小色票ほど鮮やかではないということを示す.

昼光条件と比べて夜間照明条件の場合に,大色票および小

色票のデータは全体的に黄色方向に移動 している.これは主

に照明 (蛍光灯)の効果だと考えられる.全ての被験者の結

果は類似 してお り,一部の色では必ずしも明確ではないもの

の.ほとんどの刺激色で小色票が大色票より外側にプロット

されており,大色票の方が,高彩度に見えていることを示唆

している.全体的に夜間照明の方が面積効果の影響による色

の変化が大きい傾向が見られる.特に,昼光条件と比べて夜

間照明条件の場合に,青色付近の色の彩度上昇が大きい.た

だし,図において昼光条件の場合はシアン方向の色,夜間照

明条件の場合は黄色方向の色の彩度が上がっていないように

見える.夜間照明条件におけるシアン方向の色の変化および

昼光条件における黄色方向の色の変化より推定すると.おそ

らく被験者に見えた色がより高彩度であっても,ディスプレ

イで表現できる色の範囲より外に位置するため,データとし

て表現されなかった可能性が考えられる, 

4.2 CIEu★V★色度図表示の結果

前節では,被験者 4人の結果を xy色度座標にプロットし

たが,結果において面積効果によって彩度が上昇することは

必ずしも全ての色相で明確ではなかった.これは面積効果に

よって生 じる明るさの変化が,マッチングでは輝度変化とし

て発生するため,単純な xy色度図では明確に表示されない

ことが原因であるかもしれない.そこで,結果のL x,y値

から L*,u*,Ⅴ*を求める計算をし ,xy色度図と同様に大色

票と小色票の u*V*値をプロットした.計算においては,大

色票データについては,床面に一時的において測光 した標準

白色板の輝度値においてルミナンス ･ファクター (Y)を 

100とし,小色票データについては ,CRT上の標準白色 ( (R, 

G,B)= (255,255,255)の作 り出す白色)の輝度値にお

いて Yを 100とした.つまり表 1の輝度で Yを 100とした. 

0 01 . 03 . 05 . 07 08 02 . 04 . 06 

02 . 0 . 8
0 01 . 03 .4 05 06 07 0.

0 01 02 03 04 05 , 07 . . 06 08 

0 01 02 03 04 05 06 07 .. . 08 

X

図2 昼光条件における大色票の xy色度座標 (▲)とマッチング

した小色票の xy色度座標 (ロ).上のパネルから被験者 AF,KY, 
KA.Klの結果.図中の三角形は CRT上の画面表示色範囲を示す.
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09. 

08. 

07 

*V*uまた同様にそれら白色のuV色度を基準白色値とした. 

色度図では,横軸にu*値を縦軸にV*値を取った.また,国

内に表示されているいびつな三角形の線分は,ディスプレイ

''

に表示可能な色の範囲である.

図 4に昼光条件における,図 5に夜間照明条件における

第 2回 目のセ ッシ ョンの実験結果 を被験者 ごとに示す. 

06. 

05. 

04 
色度図の場合はルミナンス ･ファクター 

皮)をデータ点に含むため,日常室内環境という輝度の変化
02 が大 きい条件でのデータは 3回の実験の平均は取 らず,実

験ごとに結果をプロットしたものである.他の 2回分のデー

0
01

タも同様な傾向である.u*V*色度図の場合には,大色票の

*V*u (すなわち輝
3o.y

08.07.06.05.04.03.02.01.0

09. 

08. 

データ点が形作るデータ点環よりも小色票のデータ点環の方

が直径が大 きく,特にこの傾向は夜間照明条件で顕著であ

る.しかし,夜間照明条件の場合は,データ点環の中心部が 
07 

*u*プ ラス,V プ ラス方 向で あ る朱 色方 向 

d(YR)方向)にシフトする傾向が強く見られる.

(い わ ゆ る 

Rellow-eY
06. 

05. 

04. 

3o. 

よって,色の面積効果によって彩度が上昇 している傾向が見

られるものの,この表示方法によっても彩度上昇は必ずしも

明確ではない.よって考察において別のデータ処理を行い,y

02 彩度上昇についてあらためて検証することとする. 

01 

0
 .5 考察とまとめ 
01 0

08 
色の面積効果による彩度上昇について明確にするととも

2.0 03. 04 07.06.05. 08 
09 

51. 色の面積効果による彩度の変化

07. 

06. 

05. 

04. 

3o. 

02. 

に,面積効果と錐体応答量との関係を調べるために,測光値

より3錐体の錐体刺激値 L M,Sを求めた.この計算にお

いては,標準被験者の仮定を導入しており,水晶体濃度など

の個人別の調整は行っていない.ただし錐体刺激値L,M, 

Sは強度 (輝度)情報を含んでいるため,彩度に対する影響

が明確にならない.そこで,測光で得られた輝度値を用いて,

輝度情報を省いた輝度正規化錐体刺激値7,m, ∫を求めた. 

y

01 
=J =∫,+L(=∽,+L(/L M) M/ M) +L(/S M)である.そのデー0
 
タを基に,反対色応答の式に基づいて値を図にプロットし02.01.0 03 04 05. 06 07 08 

09. 

08. 

500.2n

llow
e
Y/ue

ree応答量 としてlm+ Sの

応答量 としてS

G/Rdeた.ここでは横軸に 

値を取 り,縦軸にBl +I( m)の値を

取った.この座標系における大色票と小色票のプロット点の

位置関係により,輝度情報を省いた色信号の強さ,つまり彩

度に対する面積効果の影響を調べることができる.ここでは

大色票データと小色票データのそれぞれに近似円を書き,近

似円の中心点の座標,長軸短軸の長さ,傾きなどを参考にし

て面積効果の影響を調べた.

07. 

06. 

05 

04. 

O3. 
y

02 
図 6は昼光条件の,図 7は夜間照明条件の結果を示す.図

01 のデータ点は刺激色ごとにプロットしており,内側の楕円は

01.0

0 
02 03

大色票データに対する近似を,外側の楕円は小色票データに
08.07.06.05.04.

対する近似を行っている.楕円近似においては全てのデータ
X

R点を用い,楕円のパラメータに関してCT画面表示色範囲に

図3 夜間照明条件における結果. よる制限等は行っていない.その結果,昼光条件と夜間照明

他は図2と同じ. 条件のいずれにおいても,近似楕円の中心座標があまり変化

せずどの色 (色相)でも面積効果の影響はほぼ同じであった. 
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日常室内環境での均一床色における色の面積効果

02..2TT55 

. -3 01.■ .■ . 05 0 .5 0 03 5■ ■ -

図6 正規化色信号空間座標 (横軸 - . -m,縦軸 ■ 

S-十 )にプロットした昼光条件における

/

色

0

}と小色〝mノ 大

0

票

S

(
25

)
票 (→)のデータ.シンボル色はおおよその刺激色に対応する.

国中の外側と内側の楕円はそれぞれ小色票と大色票データに対

する近似.上のパネルから被験者AF.KY.KA,Klの結果 

2.2 ●511 

図7 夜間照明条件における結果.

他は図6と同じ
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更に.近似楕円中心を原点とした時の大色票のデータ点お

よびノ｣､色票のデータ点のなす角度より.面積効果による色相 14 

の変化を調べることができる _図から明らかなように,左斜
12 

Vol.8No.3

16 

86 
0 

め上 (おおよそ国中で 15度方向)に位置するシアンのデー3

タ点を除いては,両者にほぼ角皮差はなく.面積効果は色相
10 

≡
にほとんど影響 しないことが判明 した.シアンのデータ点に

おいて色相差が大きいのは ,CRTの色再現領域があるため,

被験者が色を再現できず,色相に弟が出てしまったためだと 4 

考えられる 
2 

色の面積効果による明度 (明るさ)の変化 4 6 8 10 12 14 16 1852.

一般的には,面積効果の影響で明度 (明るさ)が上昇す L 
0

0

2

2

22 24 

16 

0 

るといわれている そこで,本研究のような環境において

明度が上昇するのかを調べるため,大色票と小色票の測光 14 

データより求めた前述の錐体刺激値 L M をプロットした 12 

図 8に 1名の被験者における昼光条件と夜間照明条件の結 10 

果の例を示す.この座標系では,横軸に Lの値を,縦軸に 
≡ 8 

Mの偶を取ってお り,右上方向がマッチングにおける輝度
6 

の上罪を.左下方向が輝度の減少を示す この座標系での

データ点より面積効果の影窄により明度が上昇するかを検
4 

証することが出来る 2 

国中の点は各色のデータであり,同じ色の大色票と小色票
4 6 8 10 12 14 16 18 22 24を線で繋いでいる 

｣
Eg]からわかるように,いずれの場合 も本実験刺激において

は,むしろマッチング時の輝度が下がる傾向が見られた こ
図8 錐体刺激値空間 (横軸 :L.縦軸 M)にプロットした昼

の結果は.従来言われている面積効果によって明度が上昇し
光乗件 (上)および夜間照明条件 (下)における大色票 ( ■)

て見えるという知見に反するように見える. しかし.大色票
と小色票 (･)のデータ シンボル色はおおよその刺激色に対応

し,同一色を黒線で結んでいる.被験者 AFの結果
にも CRTを用いた第 1著者の先行研究 31-11[ ]では.面柿

ために,低輝度でも周辺が暗けi ば明るく見えるという明るt

53.

効果によって明らかに明度が上昇 している.今同の実験で

は,CRT上小色票の周辺灰色の明度 (輝度)が.相対的に

大色票そのもの,あるいは大色票の周辺環境よりも低かった

さ対比が生 じることにより,結果としてマッチング時の輝度

が下にシフトした可能性が考えられる.また .錐体刺激畳(輝

皮)の変化量自体も様々であり,現時点では明度への影響を

童的には十測することはできていない.さらにいくつかのパ

ラメータを導入した実験を行う必要があると考えられ,今後

の課題である. 

今後の実験の展開

今回の実験では.床に置いたプリンターE r刷の色と CRT]

ディスプレイ上の色とのマッチングを行った.実際の照明環

境における色の面積効果を測定するという目的を達成するこ

とはできたが,より現実に即 した実際の使用状況における色

の面相効果について考察するためには,今後 さらに 2つ

性を検証する必要があるからである

もう1つには,実験で使用するマッチング手法の影響を

把握することである.今回のように片方を pcの画面とする

方法は確かに測定作業の効率は商いが.異なる素材による

マッチングとなることで,被験者の作業難易度を上げてし

まっている可能性も考えられる マッチングについても同じ

素材でのマッチングとなるように片方を色票セットや実際の

マテリアルによる色見本セット (械畿色見本セットなど)に

する実験を行って,マッチングの容易さなどを含めてその影

響を測ることも重要である

またこれに関連 して,床面全体の色を 1つのマッチング

で行う今回の手法の難しさについても,例えば,床面を細か

なメッシュに切って.その領域それぞれについてマ ノナング

を行う手法が考えられ,時間はかかるが被験者の作業難易度

を下げる方法として検討に値する 

の点について,より高度な実験手法を用いて検証する必要が 54. 本研究による知見 

あるだろう 2章で述べた本研究の目的に対応して,本研究によって得

lつには.実際に使用するマテリアル (毛足の長い紙色な られた知見について述べる

ど)を用いた実験を行うことである マテリアルの表面形状 まず,色合わせの面積効果と色の見えに対する面積効果と

早.これによる表面の陰影などが実験結果に影響を及ぼす可能 の関係については,実験室的厳密性で求められる色合わせの
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面積効果だけではなく,色の見えに対する面積効果も存在す

ることが明らかとなった.

また本研究で採用した異なる刺激サイズ間での色マッチン

グ手法によって,色の見えの面積効果を測定可能であること

も併せて示された.ただし明度の測定においてマッチング時

の輝度が下がる傾向が見られたことは,今回用いたマッチン

グ手法において,大色票そのもの,あるいは大色票の周辺環

境を考慮してそれらと等価な小色票周辺条件を完義すること

験としては色合わせの面積効果)の要因であるとする考えの

延長上で,実際の大面積における色の見えの面積効果を説明

できないことを示 している,なぜなら錐体応答量比の変化が

すなわち面積効果であるなら,面積効果とはこの空間座標上

での色中心のズレによる色シフト (図 6,図 7では 2つの近

似楕円の中心のズレのみがサイズ変化による色変化であるこ

とに対応)ということになるからである.さらにS錐体が中

心寓にほとんど無いのにBl

の困難さを示している.今後この実験手法を周辺環境条件の 図6,図 7の近似楕円の縦方向軸に対応)でも同程度の面積

統制が難しい日常環境下で用いる場合には,同じサイズにし 効果が存在することも,同様にL,M錐体応答量比では本実

た場合に同じ輝度でマッチングするように周辺灰色の輝度を 験刺激での面積効果を十分に説明できないことを示すもので

調整する必要がある.ただしこの実験における被験者の内観 ある,

llowe/Yue 応答量方向 (正確には

から考えると,別の方法であるカラーネーミング法により面

積効果を検出できるかどうかはやや疑問があり,少なくても

単一命名法 (1つの色のみを答える)では難 しいのではない

かと考えられる.

刺激サイズ変化の影響が,一般的な視環境の場合にも起こ

りうるのかという疑問,および,必ずしも均質ではない日常

室内環境における昼光や蛍光灯による照明環境下でも起こり

うるのか,という疑問については,少なくても本実験刺激ぐ

らい面積が異なれば,明確に色の違いがわかるほど色の見え

の面積効果が強く生じるという解答が得られた.日常では視

2.このことと,5 節で述べたように明度の変化を定量的に

予測できないこともあって,本研究の結果から,面積効果を

生 じさせる視覚科学的な要因自体は逆に不明確になったとも

言える.このため,感性工学的な応用については.現時点で

は次節のまとめで述べるような走性的理解に基づ くものに限

定されることになろう.また本研究では均一色で実験が行わ

れたが,複数の色の混在や模様がある場合などにおける色の

面積効果の影響については,今後実験を行ってデータの蓄積

をまず行う必要があろう. 

55. ま と めcm距離 (よって視角も)は変わりうるものの,4 角の色サン

プルの色から25m. 角のカーペットの色を決めることの難 し 今回の実験で用いたような幅広い分光放射輝度分布を持つ
専
一 
)

応肺
肌

を巨
. 
1

る

る‥

. 

し′ 

, 

じTTFr
の玖ホ 
に

影(

〞

グ

か

グ

度

ン

細

ン

易

さが経験的に良く知られており,このことをあらためて検証

したことになる.この例からも判るように,色の見えの面積
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